
基 調 講 演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さん 
講師 

立命館大学大学院政策科学研究科教授 

京都大学経済研究所特任教授 

東京大学経済学博士 

 

■専攻 

計量経済学、エネルギー・環境経済学 
 

■経歴 
1942 年 和歌山県高野山生まれ 

1965 年 東京大学経済学部卒 

1967～1969 年 東京大学経済学部助手 

1969～1980 年 京都大学経済研究所助教授 

1970～1971 年 スタンフォード大学研究員 

1975～1978 年 イリノイ大学客員教授 

1980 年～ 京都大学経済研究所教授 

198８～1990 年 東京大学新聞研究所客員教授 

1990～1994 年、1995～1999 年、2001～2006 年 

         京都大学大学院エネルギー科学研究科教授 

2000～2002 年 国立情報学研究所副所長 

1995～2005 年 環境経済・政策学会会長 

2007 年 紫綬褒章受賞 
 

■主な著書 
『計量経済学の基礎』(東洋経済新報社 昭和 45 年度日経・経済図書文化賞受賞) 

『豊かさのゆくえ』(岩波ジュニア新書) 

『地球温暖化を防ぐ』(岩波書店 平成 9 年度エネルギーフォーラム賞受賞) 

『日本の「構造改革」』(岩波新書) 

『この国の未来へ－持続可能で「豊か」な社会』(ちくま新書) 

 

佐和隆光さんのプロフィール 
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パネルディスカッション 

 

テーマ 

 

 

 

 

 

パネリスト プロフィール 

 

織田 直文さん 

 

草津市総合計画策定懇話会副座長 

京都橘大学文化政策学部教授 
 

大田 信光さん 

 

草津市総合計画策定市民会議 代表 

南草津団地ボランティア草の根会 代表 
 

土山 希美枝さん 

 

草津市自治体基本条例検討委員会委員長 

龍谷大学法学部准教授 
 

山中 勝利さん 

 

草津青年会議所 直前理事長 
 

橋川 渉 

 

草津市長 
 

 

コーディネーター プロフィール 

 

肥塚 浩さん 

 

草津市総合計画審議会会長 

立命館大学経営学部教授 
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高いこころざし 

将来の草津市では、まちづくりに対する高いこころざしに

よって、琵琶湖のほとりの自然環境と人々の活動が調和し、

美しさ、心地よさ、うるおいと生活の豊かさ、“ふるさと草

津”への愛着と草津市民としての私たちの誇りが生み出され

ています。 

出会いと交流 

街道文化が息づくまちは、いつも出会いと交流に満ちて、

誰もが、互いを尊重し認めあい、学びあい磨きあいながら、

“受け継いだもの”や“新たなもの”などの交わりにふれて

知恵と心を育み、生き生きと輝いています。 

親しみと憧れ 

その輝きは、人から地域、産業などへも行き渡ってまち全

体の元気・活力となって市民の夢を育み、草津の気風・文化

などに市外からも親しみと憧れを集める“新しい魅力”を創

り出して、人々の間に様々な感動を広げています。 

自負と責任 

市民・地域・大学・企業・行政等の「協働」を軸に市民自

治の仕組みが丁寧に組み立てられており、文化・教育・環境・

経済などあらゆる分野で滋賀県全体を先導する自負と責任

を持ちながら、周辺の自治体とともにさらなる未来を拓こう

とする、力強い地域経営が行われています。 

私たちは、将来の草津市を「住

み続けたいまち」「“草津の市民”

としての喜びが感じられるまち」

として、次のように構想します。 

本市では基本構想の人口フレ

ームを以下のとおりとします。 

平成 32 年：135,000 人 鉄道 

主要道路 

ゾーン 

拠点 

環状道路 

うるおいネットワーク 

くさつエコミュージアム 

凡例 

共生ゾーン 

学術・福祉拠点 

JR 東海道本線 

（琵琶湖線） 

JR 東海道 

新幹線 

JR 草津線 

国道 1号 

京滋バイパス 

名神高速道路 

新名神高速道路 

琵琶湖 

ひがし環状道路 

湖岸共生拠点 

まちなかゾーン 

葉山川 

旧草津川 

草津川 

狼川 

草津駅 

南草津駅 

文化・交流ゾーン 

にし環状道路 

大津湖南幹線 

下笠下砥山線 

にぎわい拠点 

草津 

JCT 

● 

●草津田上 

IC 

湖岸道路 

平野南笠線 

山手幹線 

くさつエコ 

ミュージアム 

まちなか環状道路 

将来人口  まちの構造  

将来に描くまちの姿             

 将来ビジョン  

自然環境と調和した

土地利用を基本に暮ら

しの基盤を充実させ、さ

らに、様々な都市機能の

集積を誘導して、これら

それぞれがネットワー

クした、便利で快適なま

ちの構造とします。 

出会いが織りなすふるさと 

“元気”と“うるおい”のあるまち 草津 

第 5 次草津市総合計画 基本構想（案） 【あらまし】 

基本フレーム                         



 

 

 まちづくりの基本方向  

「人」が輝くまちへ 

出会いとふれあいの豊かさによって、人々が互いを尊重しあう人権文化が花開

くまちをつくっていきます。 

また、誰もが生涯を通じて楽しく学び、生きがいを持ち、市民文化を守り育み

ながら、それぞれの個性を生かして輝いていけるまちをつくっていきます。 

「安心」が得られるまちへ 

地域における自助・共助・公助の役割分担と相互連携のもと、幼少期から高齢

期まで、障害のある人もない人も誰もが、等しく生命と健康と暮らしが守られる

まちをつくっていきます。 

また、事故や災害、犯罪のない、安心して生き生きと生活できるまちをつくっ

ていきます。 

「心地よさ」が感じられるまちへ 

琵琶湖をはじめとした自然環境に、人々の様々な活動が調和する持続可能なま

ちをつくっていきます。 

そして、草津に暮らす人々や、草津を訪れる人々にとって、ぬくもりや季節の

移り変わり、心地よさがいつも感じられるまちをつくっていきます。 

「活気」があふれるまちへ 

農業や商工業、観光などの振興を図り、市内外の多様な結びつきを創出して、

地域産業の全体の活力を高めていきます。 

また、地域コミュニティ活動、多岐にわたるテーマに応じた市民活動の活発化

を促進し、地域に暮らし働くなかに、人・物・情報・技術の多様な交流を導いて、

市全体から活気があふれ広がるまちをつくっていきます。 

 

 行政の姿勢と役割  

地域経営への転換 

持続可能で確かな地域経営を行うため、市民にわかりやすく、市民ニーズを踏

まえた適切な行財政マネジメント（運営管理）を行います。 

併せて、行政自らの政策形成・遂行能力の向上に努め、事業の効率化と広域連

携の推進に努めます。 

協働のまちづくりの基盤強化 

地域における自助・共助・公助の役割分担と相互連携のもと、幼少期から高齢

期まで、障害のある人もない人も誰もが、等しく生命と健康と暮らしが守られる

まちをつくっていきます。 

また、事故や災害、犯罪のない、安心して生き生きと生活できるまちをつくっ

ていきます。 

 
市民とともに描いたこの基本構想を実現していくた

め、行政は、地域の社会資源・財源を有効に活用し、

市民ニーズを的確に捉えた公共サービスを提供する

「地域経営」へと自ら大きく転換を図る必要がありま

す。また、市民一人ひとりのまちへの関わりや、地域

単位・テーマ単位など様々な市民活動の展開により、

協働の 礎
いしずえ

をさらに確かなものとしていかなければな

りません。 

将来ビジョンに基づいて基本構想期

間において行うまちづくりは、すべて

私たち草津市民がともに進めるもので

あり、以下の 4 つを基本方向とします。 



「草津の“これからの 10年を語る”フォーラム」 

来場者アンケート 

 

 

 

 

 

 

問１ 本日のフォーラムを、何でお知りになりましたか。（○いくつでも） 

１ チラシ（入手先：市役所、その他（                  ） 

２ ホームページ 

３ 広報くさつ 

４ 知人から 

５ その他（                                   ） 

 

問２ 本日のフォーラムに参加しようと思われたきっかけは何ですか。（○いくつでも） 

１ 草津市のまちづくりの取り組みに興味があった 

２ 基調講演に興味があった 

３ パネルディスカッションに興味があった 

４ 知人に誘われて 

５ その他（                                   ） 

 

問３ パネルディスカッションの内容や、パネリストに対してご意見やご質問があれば、以下

の欄にご記入ください。 

 

 

本日は、「草津の“これからの 10 年を語る”フォーラム」にご参加いただき、誠に

ありがとうございます。今後の総合計画策定の参考とさせていただくため、下記アン

ケートにご協力いただきますようよろしくお願いいたします。 



問４ 草津市のまちづくりについて、ご意見やご質問などがございましたら、具体的にご記

入ください。 

 

 

問５ 差し支えなければ、以下の設問について、該当する項目に○印をつけてください。 

性別 男性   女性 

年齢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代以上 

ご住所 草津市内  草津市外（滋賀県内）  草津市外（滋賀県外） 

 

ご協力ありがとうございました。休憩時間などを利用いただき、ご記入いただければ幸いです。

ご記入いただけましたら、会場内の「アンケート回収ボックス」にご投函ください。（フォーラム

第Ⅱ部で、ご意見を紹介させていただくこともございますので、ご了承のほどよろしくお願い申

し上げます） 

 

 

 

 

 

 

  草津市総合政策部企画調整課 

※総合計画基本構想案について、現在、「パブリックコメント」を実施しております。ご意見

等ございましたら、会場入り口に設置しております冊子をご参照の上、総合計画策定の事務

局（総合政策部企画調整課）までお寄せください。 

なお、総合計画基本構想案につきましては、市役所内企画調整課窓口、情報公開室、市民セ

ンター、まちづくりセンター、市民交流プラザ、人権センター、隣保館、市立図書館にて閲

覧できます。市のホームページからもダウンロードできます。 
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